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慢性疾患看護 B（糖尿病）コース 

研修目的 慢性疾患を抱える患者・家族の理解を深め、看護実践へとつなげることができる 

到達目標 

1. 慢性疾患の概要を知り、慢性疾患を抱える患者・家族への理解を深めることができる 

2. 糖尿病の病態生理・治療が理解できる 

3. 糖尿病患者、家族に対する支援方法を理解し、今後の看護実践へつなげることができる 

開催日時 

研修時間 

・6月～ 7月の第 2木曜日 17:45～19:00 

・8月～11月の第 4火曜日 17:45～19:00  

・1回 75分 

受講対象 
ラダークリニカルレベルⅡ以上の者 

【定員 20名】 

開催日 

開催場所 
ねらい 内容 講師 

前年度

相当回 

第 1回 

6月 9日 

A・B共通 

B館 8 階会議室 

３＋４ 

慢性疾患を抱える・患者、 

家族の状況が理解できる 

・慢性疾患の概要と動向 

・慢性疾患の経過と生活への 

 影響 

・慢性疾患患者の心理・社会 

 的特徴 

慢性心不全看護 CN 

菅原 美奈子 
第 1 回 

第 2回 

7月 14日 

A・B共通 

臨床研修センター 

セルフケア確立に向けた支

援方法が理解できる 

・健康行動理論 

・自己効力感や行動変容など 慢性心不全看護 CN 

菅原 美奈子 
第 2 回 

第 3回 

8月 23日 

B館 8 階会議室 

３＋４ 

糖尿病の病態生理・治療が

理解できる 

・糖尿病の概要 

・糖尿病の病態・治療 糖尿病看護 CN 

加藤 牧子 
第 3 回 

第 4回 

9月 27日 

B館 8 階会議室 

３＋４ 

食事療法と運動療法の知識

と看護が理解できる 

・食事療法の基本 

・運動療法の基本 

 

糖尿病看護 CN 

加藤 牧子 
第 4 回 

第 5回 

10月 25日 

B館 8 階会議室 

３＋４ 

薬物療法が理解できる ・内服薬の理解 

・インスリン療法の理解 糖尿病看護 CN 

加藤 牧子 
第 5 回 

第 6回 

11月 22日 

B館 8 階会議室 

３＋４ 

糖尿病患者の療養指導に必

要な知識が理解できる 

・療養指導のポイント 

・低血糖への対応 

・血糖測定器、関連機器 

・シックデイ時の対応 

・フットケア 

・糖尿病に関する管理料など 

糖尿病看護 CN 

加藤 牧子 
第 6 回 

コース担当者 外来看護科 加藤（内線：8545） 

備考 

・第 1回目と第 2回目は慢性疾患看護 A (心不全）との合同研修になります。 

・各回終了時に確認テストと最終レポートを実施します。 

・2018 年度までの慢性疾患看護コース受講修了者は、第 1・2回目は免除可能です。 

・2019 年以降の慢性疾患看護 A（心不全）コース修了者は、第 1・2回目は免除可能です。 

 


